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特
集
－
１
脱
原
子
力
以
外
に
道
は
な
い

▼
非
現
実
的
な
地
層
処
分
の
計
画

原
子
力
開
発
の
泣
き
ど
こ
ろ
と
言
わ
れ
て
久

し
い
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
問
題

は
、
通
産
省
・
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
処
分
事

業
の
推
進
に
関
す
る
法
案
の
今
国
会
で
の
成
立

を
め
ざ
し
て
お
り
、
新
た
な
段
階
を
迎
え
た
。

新
法
は
、
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
を
地
下
数
百
メ
ー

ト
ル
以
上
の
深
い
地
層
に
埋
設
す
る
方
針
を
明

記
す
る
一
方
、
処
分
の
実
施
主
体
や
資
金
管
理

主
体
の
設
置
な
ど
を
定
め
、
事
業
の
枠
組
み
を

示
す
内
容
に
な
る
見
込
み
だ
。
政
府
は
二
○
○

○
年
秋
に
実
施
主
体
の
設
立
を
予
定
し
て
い

保
管
し
た
の
ち
、
国
内
の
ど
こ
か
に
建
設
さ
れ

る
最
終
処
分
場
に
搬
入
し
、
地
中
深
く
埋
め
捨

て
る
方
針
で
、
地
質
環
境
と
人
工
バ
リ
ア
（
固

化
体
や
炭
素
鋼
な
ど
で
作
っ
た
オ
ー
バ
ー
パ
ッ

ク
、
緩
衝
材
）
を
組
み
合
わ
せ
た
「
多
重
バ
リ

ァ
シ
ス
テ
ム
」
が
地
層
処
分
の
概
念
に
な
っ
て

い
る
。
二
○
○
○
年
中
に
設
立
す
る
処
分
事
業

の
実
施
主
体
（
認
可
法
人
）
は
直
ち
に
処
分
候

補
地
の
選
定
作
業
に
着
手
し
、
処
分
予
定
地
、

そ
し
て
処
分
地
へ
と
段
階
的
に
絞
り
込
み
、
二

○
三
○
年
代
か
ら
四
○
年
代
に
か
け
て
処
分
場

の
操
業
を
め
ざ
す
ｌ
こ
れ
が
、
原
子
力
委
員

会
な
ど
が
描
く
現
時
点
で
の
処
分
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
あ
る
。

こ
う
し
た
見
取
り
図
は
あ
る
も
の
の
、
高
レ

ベ
ル
廃
棄
物
の
地
層
処
分
を
実
施
し
た
国
は
世

界
中
ど
こ
に
も
な
く
、
「
絵
に
描
い
た
餅
」
に

す
ぎ
な
い
。
構
想
の
中
身
も
荒
唐
無
稽
な
も
の

た
き
か
わ
・
こ
う
じ
一
九
五
四
年
生
ま
れ
。

ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
。
八
○
年
代
初
め
か
ら
放
射
性

廃
棄
物
問
題
に
つ
い
て
調
べ
始
め
る
。
旧
動
燃

に
よ
る
「
貯
蔵
工
学
セ
ン
タ
ー
計
画
」
な
ど
の

反
対
運
動
に
も
参
加
。
著
書
『
幌
延
』
（
技
術

と
人
間
・
九
一
年
）
。
北
海
道
在
住
。

吾
同
レ
ベ
ル
廃
棄
物

地
層
処
分
」
の

荒
唐
無
稽

る
。
「
初
め
に
地
層
処
分
あ
り
き
」
の
法
整
備

に
よ
っ
て
、
と
り
あ
え
ず
事
業
の
受
け
皿
は
で

き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
地
殻
変
動
が
激
し
い

日
本
列
島
で
地
層
処
分
が
実
現
で
き
る
技
術
的

な
裏
付
け
は
な
く
、
処
分
場
の
立
地
に
手
を
上

げ
る
自
治
体
が
簡
単
に
現
れ
る
と
も
思
え
な

い
。
「
法
を
作
っ
て
処
分
地
で
き
ず
」
に
な
る

こ
と
は
必
至
で
あ
ろ
う
。

使
用
済
み
核
燃
料
を
再
処
理
す
る
か
、
そ
の

ま
ま
処
分
す
る
か
を
め
ぐ
る
考
え
方
は
、
国
に

よ
っ
て
異
な
る
。
日
本
で
は
、
再
処
理
の
過
程

で
発
生
し
た
数
百
種
に
お
よ
ぶ
核
分
裂
生
成
物

が
目
立
つ
。

原
子
力
委
員
会
な
ど
は
、
処
分
場
の
対
象
岩

種
と
し
て
花
崗
岩
な
ど
の
結
晶
質
岩
（
深
度
一

○
○
○
メ
ー
ト
ル
程
度
）
や
泥
岩
な
ど
の
堆
積

岩
（
同
五
○
○
メ
ー
ト
ル
程
度
）
を
挙
げ
て
い

る
。
昨
年
二
月
に
核
燃
が
発
表
し
た
「
地
層

処
分
研
究
開
発
第
二
次
取
り
ま
と
め
」
に
は
、

広
さ
三
～
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
処
分

場
に
四
万
本
の
ガ
ラ
ス
固
化
体
を
竪
置
き
方
式

で
埋
設
す
る
場
合
、
処
分
坑
道
の
総
延
長
は
結

晶
質
岩
で
一
八
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
、
堆
積

岩
だ
と
二
七
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
も
及

ぶ
、
と
の
想
定
も
あ
る
。
な
か
に
は
、
一
三
メ

ー
ト
ル
間
隔
、
長
さ
九
○
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

処
分
坑
道
を
合
計
三
○
○
本
も
掘
削
す
る
、
命

知
ら
ず
の
ケ
ー
ス
ま
で
登
場
す
る
。

こ
う
し
た
大
深
度
か
つ
密
集
し
た
坑
道
の
掘

削
は
前
代
未
聞
の
こ
と
で
、
「
山
は
ね
」
な
ど

の
大
事
故
の
危
険
が
つ
き
ま
と
う
。
私
が
知
る

炭
鉱
経
験
者
は
「
核
燃
に
は
大
深
部
掘
削
の
経

験
が
な
く
、
相
次
ぐ
炭
鉱
閉
山
で
掘
削
技
術
の

継
承
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
ん
な
状
況
で
地

層
処
分
を
考
え
る
の
は
、
学
識
未
経
験
者
の
危

険
な
発
想
」
と
厳
し
く
批
判
す
る
。

滝

川

康
治

や
、
取
り
残
し
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
２
３
９
な
ど

４

の
超
ウ
ラ
ン
元
素
を
含
む
放
射
能
レ
ベ
ル
の
高
皿

い
廃
液
を
、
高
温
で
溶
か
し
た
ガ
ラ
ス
の
材
料
２

と
混
ぜ
て
ス
テ
ン
レ
ス
容
器
の
中
で
固
め
た
唖

「
ガ
ラ
ス
固
化
体
」
を
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
ｓ

物
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
放
射
能
が
強

い
、
発
熱
が
大
き
い
、
毒
性
が
高
い
、
寿
命
が

長
い
、
雑
多
な
元
素
を
含
む
、
と
五
つ
の
や
っ

か
い
な
性
質
が
あ
る
。
ス
テ
ン
レ
ス
容
器
に
納

め
た
状
態
で
も
、
そ
の
近
く
に
数
秒
～
数
十
秒

い
た
だ
け
で
も
致
死
線
量
を
浴
び
て
し
ま
う
ほ

ど
の
強
烈
さ
だ
。

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
原
子
力
部
会
の
報

告
に
よ
る
と
、
日
本
の
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
の
発

生
量
は
ガ
ラ
ス
固
化
体
に
換
算
し
て
一
万
二
六

○
○
本
（
一
九
九
八
年
九
月
時
点
）
と
さ
れ

る
。
し
か
し
、
実
際
に
国
内
で
保
管
中
の
固
化

体
は
、
青
森
県
六
ヶ
所
村
に
英
仏
か
ら
の
返
還

分
が
二
七
二
本
、
茨
城
県
東
海
村
に
あ
る
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
（
以
下
、
核
燃
と
略
）

の
再
処
理
工
場
か
ら
の
発
生
分
が
六
二
本
あ
る

だ
け
だ
。
固
化
体
の
製
造
は
ト
ラ
ブ
ル
続
き

で
、
計
画
ど
お
り
に
は
進
ん
で
い
な
い
。

三
○
～
五
○
年
間
、
ガ
ラ
ス
固
化
体
を
冷
却

「
多
重
バ
リ
ア
論
」
は
、
人
工
バ
リ
ア
か
ら
放

射
能
が
漏
れ
出
す
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
あ
と

は
地
質
環
境
が
受
け
止
め
て
防
御
す
る
、
と
い

う
粗
削
り
な
論
理
か
ら
な
る
も
の
だ
。
「
第
二

次
取
り
ま
と
め
」
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
安
全
評

価
を
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

机
上
で
の
モ
デ
ル
計
算
の
域
を
出
て
い
な
い
。

ま
た
、
「
第
二
次
取
り
ま
と
め
」
は
、
地
震
や

断
層
活
動
、
火
山
活
動
な
ど
は
「
こ
れ
ら
を
避

け
る
こ
と
が
で
き
る
」
、
隆
起
や
沈
降
は
「
長

期
に
わ
た
り
影
響
や
範
囲
を
推
定
で
き
る
」
、

将
来
の
人
間
活
動
は
「
現
有
の
技
術
と
情
報
で

対
応
が
可
能
」
な
ど
と
、
地
層
処
分
に
対
す
る

楽
観
的
で
自
信
過
剰
な
評
価
が
つ
づ
く
。
み
ず

か
ら
の
放
射
性
廃
棄
物
施
設
（
東
海
村
）
で
起

き
た
爆
発
・
火
災
事
故
で
す
ら
満
足
に
始
末
で

き
な
か
っ
た
核
燃
が
、
数
十
万
年
も
の
超
長
期

に
わ
た
る
変
動
を
「
避
け
ら
れ
る
」
と
断
定
す

る
の
は
、
あ
ま
り
に
傲
慢
な
評
価
で
あ
る
。

も
と
も
と
地
層
処
分
は
、
地
殻
変
動
が
少
な

く
、
花
崗
岩
な
ど
の
固
い
岩
盤
が
広
が
る
欧
米

で
生
ま
れ
た
概
念
と
い
う
。
至
る
と
こ
ろ
に
断

層
が
走
り
、
火
山
・
地
震
列
島
の
日
本
に
持
ち

込
む
こ
と
自
体
が
無
謀
な
の
だ
。
地
層
処
分
と I■■■一
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い
う
選
択
肢
を
根
本
か
ら
問
い
な
お
す
必
要
が

あ
る
。
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
行
方
も
不
透
明
な
ま
ま

だ
。
六
ヶ
所
村
の
再
処
理
工
場
は
完
成
目
標
が

何
度
も
先
送
り
さ
れ
、
「
使
用
済
み
核
燃
料
の

貯
蔵
プ
ー
ル
の
確
保
が
本
命
」
と
の
見
方
が
根

強
く
あ
る
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
も
余
っ
て
い
る
。

原
子
力
関
係
者
の
な
か
に
は
、
使
用
済
み
核
燃

料
中
間
貯
蔵
施
設
の
立
地
が
先
で
、
処
分
は
急

が
な
い
ム
ト
ド
も
あ
る
と
聞
く
。
そ
う
遠
く
な

い
時
期
に
再
処
理
路
線
の
転
換
は
必
至
で
、

「
四
万
本
の
ガ
ラ
ス
固
化
体
を
地
層
処
分
す

る
」
と
の
計
画
は
非
現
実
的
な
も
の
に
な
る
だ

ろ
う
。

▽
立
地
難
は
確
実
、
研
究
施
設
も
難
航

高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
の
後
始
末
問
題
で
最
大
の

ネ
ッ
ク
は
、
処
分
場
を
受
け
入
れ
る
自
治
体
が

現
れ
そ
う
に
な
い
こ
と
だ
。
地
層
処
分
に
向
け

た
研
究
施
設
の
計
画
も
予
定
ど
お
り
進
ん
で
い

な
い
。い
ま
核
燃
に
は
、
北
海
道
幌
延
町
に
深
地
層

研
究
所
（
仮
称
・
堆
積
岩
）
、
岐
阜
県
瑞
浪
市

に
超
深
地
層
研
究
所
（
結
晶
質
岩
）
と
い
う
、

と
こ
ろ
が
処
分
地
に
な
る
こ
と
に
は
反
対
し
て

い
る
。
困
っ
た
科
技
庁
は
各
知
事
に
対
し
て
、

条
件
付
き
な
が
ら
「
処
分
地
に
し
な
い
」
と
約

束
す
る
政
策
文
書
を
出
し
て
き
た
。
こ
れ
で
は

処
分
は
で
き
な
く
な
る
は
ず
だ
が
、
政
府
は
地

層
処
分
の
方
針
を
変
え
ず
、
法
制
化
を
進
め
よ

う
と
す
る
。
各
地
域
の
住
民
た
ち
は
、
こ
う
し

た
矛
盾
に
満
ち
た
や
り
方
に
憤
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
入
り
口
で
難
航
し
て
い
る
の

は
、
場
当
た
り
的
な
原
子
力
政
策
に
対
す
る
不

信
感
が
あ
る
た
め
だ
。
住
民
を
愚
弄
し
て
き
た

や
り
方
を
改
め
ず
に
、
原
子
力
長
計
に
「
深
地

層
の
研
究
施
設
の
計
画
は
、
処
分
場
の
計
画
と

明
確
に
区
別
し
て
進
め
る
」
と
記
し
て
も
、
信

用
さ
れ
て
い
な
い
。

長
い
間
、
幌
延
計
画
の
経
緯
を
追
っ
て
き
た

二
つ
の
施
設
計
画
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
実
際

の
処
分
場
の
深
度
に
相
当
す
る
五
○
○
～
一
○

○
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
坑
道
を
掘
削
し
、
地
層
に

関
す
る
調
査
や
処
分
に
向
け
た
諸
技
術
の
実
証

試
験
な
ど
を
行
な
う
、
と
さ
れ
て
い
る
。

北
海
道
幌
延
町
は
、
放
射
性
廃
棄
物
施
設
を

誘
致
し
て
き
た
稀
有
な
自
治
体
で
あ
る
。
こ
れ

に
便
乗
し
た
旧
動
燃
は
一
九
八
四
年
、
高
レ
ベ

ル
・
Ｔ
Ｒ
Ｕ
廃
棄
物
な
ど
の
貯
蔵
施
設
と
深
地

層
試
験
場
を
柱
に
し
た
「
貯
蔵
工
学
セ
ン
タ
ー

計
画
」
を
発
表
し
た
。
し
か
し
、
道
民
か
ら
大

き
な
反
対
の
声
が
上
が
り
、
九
○
年
七
月
に
道

議
会
が
「
設
置
に
反
対
す
る
決
議
」
を
可
決

し
、
当
時
の
知
事
が
科
技
庁
に
計
画
の
白
紙
撤

回
を
申
し
入
れ
る
に
お
よ
ん
で
、
事
実
上
の
凍

結
状
態
に
な
っ
た
。

科
技
庁
は
九
八
年
二
月
、
道
と
の
事
前
の
す

り
合
わ
せ
を
し
た
う
え
で
、
計
画
を
取
り
や
め

て
、
深
地
層
試
験
場
の
み
の
立
地
を
堀
知
事
に

申
し
入
れ
る
、
と
い
う
起
死
回
生
の
策
に
出

た
。
そ
れ
か
ら
二
年
が
経
っ
た
が
、
道
は
庁
内

で
の
検
討
作
業
を
終
え
た
段
階
で
、
立
地
の
是

非
を
判
断
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
道
幹
部
は

立
地
受
け
入
れ
に
傾
き
つ
つ
あ
る
が
、
地
元
住

私
は
、
大
電
力
消
費
地
か
ら
遠
い
地
域
の
住
民

が
後
始
末
施
設
の
立
地
問
題
に
悩
ま
さ
れ
る
こ

と
に
、
理
不
尽
さ
を
感
じ
て
き
た
。
新
し
い
法

制
度
は
、
電
気
料
金
に
処
分
費
用
を
上
乗
せ
す

る
仕
組
み
を
採
用
す
る
が
、
発
生
者
責
任
を
明

確
に
し
て
い
な
い
。
先
行
き
不
透
明
な
地
層
処

分
政
策
で
原
子
力
開
発
の
尻
拭
い
を
す
る
こ
と

は
、
二
一
世
紀
の
愚
行
に
な
る
だ
ろ
う
。

い
ま
必
要
な
の
は
、
地
層
処
分
政
策
を
転
換

す
る
た
め
に
知
恵
を
絞
る
こ
と
で
は
な
い
か
。

運
転
中
の
原
発
は
、
な
る
べ
く
早
く
縮
小
・

中
止
し
て
い
く
。
す
で
に
発
生
し
た
使
用
済
み

核
燃
料
や
ガ
ラ
ス
固
化
体
は
、
地
上
ま
た
は
半

地
下
で
厳
重
に
管
理
し
つ
つ
、
処
分
の
方
法
を

研
究
し
て
い
く
（
核
燃
も
「
今
後
、
数
十
年
か

ら
一
○
○
年
程
度
は
安
全
に
管
理
す
る
こ
と
が

民
を
中
心
に
「
施
設
周
辺
が
将
来
、
処
分
場
に

さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
計
画
返
上
を
求
め
る

》
‐

声
が
根
強
く
、
今
後
の
行
方
は
混
沌
と
し
て
い

ワ
（
》
◎

一
九
九
五
年
八
月
に
旧
動
燃
は
突
如
、
超
深

地
層
研
究
所
計
画
を
公
表
し
、
そ
の
年
の
御
用

納
め
の
日
に
は
、
住
民
の
反
対
を
押
し
切
っ

て
、
岐
阜
県
と
瑞
浪
・
土
岐
両
市
と
の
間
で
協

定
調
印
を
強
行
し
た
。
九
七
年
秋
に
は
、
研
究

所
予
定
地
に
隣
接
す
る
地
域
に
処
分
場
の
想
定

面
積
と
同
じ
広
さ
の
区
画
を
設
定
し
、
空
中
物

理
探
査
を
実
施
す
る
計
画
が
発
覚
。
土
岐
市
議

会
や
市
民
団
体
の
反
発
で
、
一
年
あ
ま
り
に
わ

た
っ
て
調
査
が
中
断
し
た
こ
と
も
あ
る
。

地
層
処
分
の
た
め
の
研
究
で
あ
る
こ
と
す
ら

認
め
な
い
核
燃
の
や
り
方
に
住
民
の
不
信
感
が

高
ま
り
、
昨
年
春
の
土
岐
市
長
選
で
は
慎
重
派

の
候
補
が
計
画
推
進
の
現
職
に
肉
薄
す
る
戦
い

を
展
開
し
た
。
核
燃
は
現
在
？
研
究
所
予
定
地

で
の
深
層
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
を
進
め
て
い
る

が
、
進
入
道
路
の
建
設
に
対
す
る
地
元
住
民
の

抵
抗
が
強
く
、
坑
道
掘
削
の
メ
ド
は
立
っ
て
い

な
い
。北
海
道
や
岐
阜
県
な
ど
の
知
事
は
、
自
分
の

可
能
」
と
言
っ
て
い
る
）
。
こ
れ
が
、
と
り
あ

え
ず
の
最
善
策
だ
ろ
う
。
吉
岡
斉
氏
（
九
州
大

学
教
授
）
が
提
唱
し
て
い
る
「
処
分
場
は
、
過

疎
地
へ
の
大
規
模
集
中
型
と
せ
ず
に
、
小
規
模

分
散
型
に
し
て
大
電
力
消
費
地
に
近
い
と
こ
ろ

に
立
地
す
る
」
「
規
模
は
最
小
限
の
も
の
に
し

て
柔
軟
性
を
持
た
せ
、
絶
え
ず
住
民
の
審
判
を

受
け
る
」
な
ど
の
案
も
、
深
地
層
処
分
を
前
提

に
し
な
い
な
ら
ば
、
大
い
に
検
討
し
て
良
い
と

田
瞥
フ
。
原
子
力
施
設
の
立
地
地
域
や
都
市
部
の
一
部

住
民
、
原
子
力
関
係
者
な
ど
を
除
く
と
、
後
始

末
問
題
に
対
す
る
関
心
が
薄
い
の
が
悲
し
い
現

実
で
あ
る
。
ま
ず
、
多
く
の
人
が
地
層
処
分
政

策
の
愚
か
さ
を
知
り
、
議
論
す
る
こ
と
か
ら
始

め
て
ほ
し
い
。


